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今サイクルにおける太陽フレアの地上観測
Ground-based observations of solar flares; current status
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現在 SDO、ひので、RHESSI等をはじめとする飛翔体からのフレア観測が全盛期を迎えている。一方高い時間分解能
や分光観測が可能である地上からの観測も、フレア現象の解明において重要な役割を担うものである。Hα線ではフレ
ア初期に小さな輝点（フレアカーネル）が次々と増光し、磁気中性線に沿って爆発的に広がることにより、フレアの２
リボンを形成する。１秒オーダーの時間スケールで変化する個々のカーネルは、コロナで加速された非熱的粒子が彩層
に突入する場所と考えられ、これを高分解能で観測することにより、コロナにおけるフレアループ（磁場構造）の発達
過程や、フレア現象の根幹である粒子加速の情報を得ることができる。白色光で増光するカーネルはとくに高いエネル
ギーをもつ粒子と関係していると考えられ、その観測は重要である。また、Hα線のドップラー観測からはフレアに伴
うフィラメント放出の速度ベクトルを求めることができ、フレアの発生や惑星間空間の擾乱予測などの観点から重要な
情報を提供するものである。さらに地上で得られる光球面のベクトル磁場の高い時間分解能による観測は、コロナへの
エネルギー蓄積過程やフレアのトリガ機構の解明にとって重要である。
本講演では京都大学飛騨天文台が推進するフレア観測を中心に、地上フレア観測の現状と最近の成果について報告す

る。
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